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ロンドン大学本『目本館訳語』にみる

　　　　独白の用字法をめぐって

蒋　垂東

キーワード：ウ段とオ段の区別、イ段と工段の区別、基礎音系、用字法、訂正

　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨

　肺本館訳語』の諸本の内、校正本である1コンドン大学本は音訳の面で他本と異なる

独禽の用字絵が少なからず見られる。本稿では、口1／ドン大学本のみに見られるそうし

た用字法について、

　（1）独自の周字法は徹底されてはいないものの、その多くの用例には、混同しがちなウ

　　段とオ段などの音訳をより明確にするための意図が認められる

　（2）独自の用字法が施された用例には、（1）の意図に反するものも含まれている

という2点を明らかにする。これを通して、ロンドン大学本の一側面を解明する。

0．簡題の所在

　丙種本『華夷訳語』に含まれている『目本館訳語』は、明の会同館において通事養成の

ための教科書として編集された申国語と目本語との対訳集である（注1）。成立年代は未詳

だが、1コンドン大学本（以下ロンドン本と略す）に嘉靖二十八年（1549）に校正を試みたとい

う識語があることから、1549年が成立の下限とされている。この書では、天文、地理など18

の門に分類された566の見出し漢語が掲げられ、それにあたる目本語が漢字（中国語音）で

示されている。音訳されたこれらの員本語は員本語史の資料として重視されている。

　『周本館訳語』については刊本の存在が報皆されておらず、現存諸本はいずれも写本で

ある。代表的なものとして、ロンドン本、静嘉堂文庫本（以下静嘉堂本と路す）、阿波国文

庫本（以下阿波国本と略す）、稲葉君山旧蔵本（以下稲葉本）の四本がある（注2）。四本の内、

「最古の善写本」（福島1968：p．224）とされるロンドン本は明代の中国の写本で、他の三本

はいずれも江戸時代の員本の写本である。

　四本の内、ロンドン本と阿波国本は共に566項目を収録しているのに対し、静嘉堂本は

花木門に1項目、稲葉本は器用門から人物門にかけて23項目が欠落している（注3）。また、

門によっては訳語の配列の順序に若干の違いが見られるものの、門の名称や門ごとの収録

語数（静嘉堂本と稲葉本の欠落部分を除く）は一致している。また、内容面（見出し漢語と

音訳された日本語）でも、四本のそれぞれに誤脱が兇られるが、大差はない。

　四本の内、校正本であるロンドン本が、他の三本との間に少なからぬ違いを有している
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ことはすでに多くの先行研究によって指摘されている。そうしたロンドン本と他の三本と

の主な違いを整理すると以下のようになる。

（1）名称が異なること。ロンドン本の名称は、冒頭で『目本国訳語』、末尾で『目本訳語』

　となっているのに対し、他の三本は首尾とも『日本館訳語』である。

（2）識語があること。ロンドン本の書末には、「嘉靖二十八年十一月望通事序班胡措

　袴救良　楊宗伸校正」という識語があるのに対し、他の三本には編者や成立年代など

　を示す識語がない（注4）。

（3）独自の用字法があること。四本のそれぞれに音訳漢字を申心として誤字、脱宇、倒

　錯などが認められる例が存在するが、ロンドン本にはそうした誤記、誤脱とは見なせ

　ない例が見られる。例えば、「モ」の音訳漢字として、他本は専ら「木［棚u］」を使っ

　ているのに対し、ロンドン本では、「木」に代わって、他本にない「莫胸uO］」を使う

　用例も見られる。同様な現象は「ト、ミ」などの音訳漢字にも認められている。また、

　同じ音訳漢字で他本と異なる用法が見られる例もある。例えば、「乃畑i］」は各本を

　通じて、「ナイ・ナ」の音訳に用いられているが、ロンドン本にはこのほか「ノjの

　音訳に用いられた例も存在する。

　上記（1）～（3）については、大友（1963．1968）、福島（1968．1993）、蒋（1996）などによっ

てかなりの部分が解明されてきた（注5）。

　（1）の名称については、福島（1968）が、「ロンドン本では各訳語の呼称は統一されておら
　　　　0　　　　　　　0
ず、朝鮮館、目本国などとあり、しかも末尾では、員本訳語となっており、従来のように

『館』をつけた呼称も一の呼称にすぎないことが分かる（p．222）」「静嘉堂本の訳語の呼称

は、胃本館のように館名をつけるものと、安南訳語、占城訳語のように館名をつけないも

のとある（p．229）」と指摘している。阿波国本と稲葉本についても同じことが言える。阿

波国本と稲葉本では、『朝鮮館訳語』『琉球館訳語』『冒本館訳語』『畏兀児館訳語』『邊羅

館訳語』『満刺加館訳語』『百夷館訳語』のように囎」をつける名称がある一方、『安南

訳語』『占城訳語』『髄輯訳語』『西番訳語』『回回訳語』『女直訳語』のように「館」をつ

けないものもある。但し、r国」をつけるのはロンドン本だけである。

　（2）の識語については、蒋（1996）が指摘したように、ロンドン本の識語に出ている校正

者の役職名樋事序班」と人名「胡溌　楮救良　楊宗伸」は『大明会典』や『策彦和尚再

渡集』など申胃双方の当時の記録によって裏付けを得ることが可能であり、不明な点が多

い同書の成立事情を推知できる重要な手掛かりである。

　（3）の独自の用字法については、大友（1963．1968）、福島（1968．1993）などの先行研究に

取り上げられたことがあるが、そうした独自の用字法は何の目的でなされたのか、また、

独自の用字法が施された用例は全て適切なものかどうかといった点が必ずしも明らかにさ
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れていないが、音韻資料として無視できないものである。

　そこで本稿では、特に（3）の間題点を取り上げて検討をしたい。

1．ロンドン本の緊文

　ロンドン本独自の用字法について考察する前に、次の表1に示すロンドン本と他本との

異文全体を概観しておく必要がある。

　表1　ロンドン本の異文（下線は異文の該当部分を示す）

分類 丁数
通し
門別
出し

漢語

素た、
番号 ロンドン本　　　1　　　他本

1
5ウ 175 花木 山楽■

籾般」　山墾　　謀’1’一’　　　　　！．‘’．’

2 I 7ウ 260 器用
蓬
一 賀1整（静）、蓮（阿・稲）

’1亨’’サ’’ゲ㌢’’芽’’草一…．…言．…’

3 14ウ 511 声色 浅盤 阿撤撤莫容急　　…　　　浅盤

4 9オ 309 人物 子
　　　　　　　　　　　ム　　ス　　コ杢司各　　1　杢司各

5
9オ 310 人物 女

　　　　　　　　　　　ム　ス　　メ杢ヨ也＿一1＿＿杢ヨ也　　　　　　　；I’．　　　　シサ’一一’

6 11ウ 410 身体 舌 世谷　　　…　　　世答
n
7 15オ 527 数目 七十

8 2ウ 66 地理 河窄 瞳畦斜巴法　　　…　　瞳畦斜巴世

9 9ウ 330 人物 老人

　　　　一一…十・一一㍗サ7サ弄…都世的約的　　　1　　都世那約的

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

1O 13ウ 476 珍宝 鉄
1］クカネ　　　　　　　クロカネ禄谷瞳轟　　　1　　　谷禄瞳轟

皿 ’11 15ウ 542 方隅 後
吾禄世　　　　1　　　吾世禄　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ソフノスズ　　　　…　　ソフノスズシ
12

1ウ 34 天文 天涼 唆噺乃孫司口　　1　唆剃那孫司世

W
　　　　；；＝一一、．“。．、．．一　　　　　　　　　　　　　　一“㌻’一茅．クサ’…’’　　　lI’．’1．．1’I’1’．1一ジ’亨7ゲデ’’1’1’’1’

13 3ウ 105 時令 七月 世只畦旦　　　1　　世只畦堕

14 V 7ウ 255 器用 盤
サカ“キ　　　言　　　オシキ撤幹都急　　　1　　　倭世急

15

w
5ウ 176 花木 、秩柴 乞望尼里　　　1　乞亀尼里（静＼阿）

乞急厄里（稲）

ソフノ、レ　　　　＝　　ソフノ’レア
16 1オ 13 天文 天晴

17 w 5オ 163 花木 小麦

竺聖那法里旦　　　…　　唆鋼那法里堕、　ヨ’Iナ’耳……．…’’．’1I1－1’’’’’’’’’……‘．首’一公’．茅’’I’’　各不急　　　　1　　　各木急

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

18 9ウ 341 人物 富人 答那世那非多　　1　　答那世　非都
　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ヒノクレタ　　　＝　　　ヒノクレク

19
4オ 123 時令 晩 非那谷畳答　　　1　　非那谷里答

’．サ’γ‘フー一言’’’’一．’一’’…打’…’’一’’．夢一’γ．フ’’；’’‘’一

20 4ウ 149 花木 竹筍
答傑那各　　　1　　答傑那谷　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

㎜
21 14オ 504 声色 紅

’’’’デ‘ガザ’．．’’’’’…†…’’’’1’’’’’’．デ’ヅ箏一1’一’一一阿瞳撤　　　　…　　　阿蓋撤

　一一．一　　　　　　　　．一一一．’．．。、、．一．一。。一．一．一．阯．’“一1㌻’’グガ言……’1’’’　1　　　シy’劣≡……’’

22 16オ 561 通用 慢 申都董轟　　　1　　申都堕轟
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シ　モ　　　　　　　　　；　　　　　　　　シ　モ

23 1オ 9 天文 霜
世莫　　　1　　　世木　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ソラノシモ　　　：　　　ソラノシモ
24 1ウ 33 天文 天下

唆噺乃世莫　　　1　　唆劇乃世木　　　　一　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ミヅモツ　　　　＝　　　　ミヅモツ
25 2ウ 68 地理 挑水

民足莫都　　　1　　民足木都　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ヤマノシモ　　　1　　　ヤマノシモ
26 3オ 84 地理 山下 牙馬那世墓　　　1　　牙馬那世杢

モ　モ　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　モ　モ

27 4オ 126 花木 桃 墓墓　　　1　　杢杢ヒトモジ　　　＝　　　ヒトモジ

28 4ウ 139 花木 葱 非都墓世　　　1　　　非都杢世
ヤマノイモ　　　…　　　ヤマノイモ

29 5ウ 175 花木 山楽
牙馬那亦莫　　　1　　牙馬那亦木　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

30 10ウ 371 人事 忙
ヒ　マ　モナイ　　　　　　　　…　　　　　　　　ヒ　マ　モナイ非馬莫乃　　　1　　非馬木乃

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

31 13オ 452 飲食 餅
ヤキモチ　　　≡　　　ヤキモチ牙急莫只　　　1　　　牙急木只

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

32 13オ 469 飲食 齢酒
サケモッテキクリ　　1　　サケモッテキクリ撤急莫的急答里　　1　撤急木的急答里

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

33 14ウ 508 声色 緑
モヨキ　　　　　　1　　　　　モ　目キ莫容急　　　…　　　木容急

　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　一アササモ目キ　　　；　　アササモヨキ

34 14ウ 511 声色 浅緑
阿撤撤莫容急　　1　　阿撤撤木容急　　　一■一一．　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

シ　モ　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　シ　モ

35 服 15ウ 554＝ 通用 下
世莫　　　1　　　世木　一　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

サケオマイリソ　　　＝　　サケオマイリソ
36 13オ 463 飲食 喫酒 撤急吾墓里唆　　1　撤急吾蚤里唆

．’㌻劣↑㌻．’．’“’’1一’…†’‘’．．’’’一’’一‘’∵’亨サ’’デ．’ジー．．’．

37 9オ 317 人物 客人
馬羅多世　　　1　　馬羅都世　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

オオイヒ　ト　　　　　1　　　　オオイ　ヒ　ト
38 9ウ 327 人物 大人

倭亦非多　　　1　　倭亦非都　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

39 9ウ 331 人物 少人
ワカイ　ヒ　ト　　　　　　　≡　　　　　　　　ワカイ　ヒ　ト阿叢非多　　　1　　　阿蓋非都

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

40 9ウ 339 人物 貧人
ヒラウシノヒト　　　…　　　ヒラウシノヒト非老世那非多　　1　非老世那非都

一　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

41 9ウ 340 人物 従人
ウチノヒト　　　…　　　ウチノヒト吾只那非多　　　1　　吾只那非都

　　　　一　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一クノシノヒト　　　＝　　タノシノヒト

42 9ウ 341 人物 冨人
答那世那非多　　1　答那世那非都　　　　　一　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

43 2オ 71 地理 雪厚

’’’ま’ギγヅγ“’一‘’’…†…’‘’‘’’㌻’’奉‘’デγ’γ’一’南急阿多亦　　　1　　由急阿都亦

　　・　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　’。’’’ギヅ…’’．’．’’‘一…一’一：’’‘’’．一’’’一‘’…一…ミ’’サ…

44 12ウ 448 飲食 醤 米宿　　　1　　　也宿
■一■．．i■■

．．．：；；。．。．。。．．．。．．．．．一。．．。．．。．＝．．．一．．。。．。．。．．．．．。．㌃　クニ　　　　：　　　　サー’三．’’’

45 2ウ 59 地理 国
谷泥　　　1　　　谷尼　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ク　ニ　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　ク　ニ

46 2ウ 67 地理 地方

47 13オ 460 飲食 花淑

　谷泥　　　1　　　谷尼　　’　　．．．．．．．．．．．．．．．．＝、．．．．．．．．．．．．．．．．．　　’…W篶サ’’　　　1　　　　箏〃；1ケ’一一．　三肖　　　　≡　　　三焼

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

48 3オ 81 地理 大路
オオイノミチ　　≡　　　オオイノミチ倭吾亦那密祭　　1　　倭亦那密祭

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　一　オ　オイモンノ　　　　　；　　　　　　オオイモンノ

49 7オ 233 宮室 大門
倭吾亦椚那　　　1　　　倭亦椚那一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　一

オ　オ　イ　　　　　　　　；　　　　　　　　オオイ

50 16オ 559 通用 大
倭置亦＿＿＿＿と＿＿＿＿隻亦…．．ゲ’責‘’γ　　　　　　；　　　　　　ラー一災17II1’

51 X 15ウ 556 通用 薄
吾司亦　　　　1　　　吾唆亦　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

52 1ウ 32 天文 天上

’γ亨’’フ’’芥一’ミ’．’’‘’’’’’‘’’11’．’’．’’．’．1I1サ’’亨’’ワ’’劣1’ミ’’’’唆噺乃瞳密　　　1　　唆噺那瞳密

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

53 1ウ 33 天文 天下
ソラノシモ　　　≡　　　ソラノシモ唆噺乃世莫　　　1　　唆蜘那世木

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

54 1ウ 34 天文 天涼
ソラノスズ　　　≡　　ソラノスズシ唆噺乃孫司口　　1　　唆劇那孫司世

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

（＊丁数と通し番号はともに『纂修目本訳語』所収のロンドン本による）
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　Iは、見出し語に誤宇が認められる例である。「山楽」と「浅禄」はロンドン本のみに

　　　　　　　　　　　　　　ホ見られるが、第二例器用門の「賀」（帆の意）という訳語の見出し漢語は、阿波国本と稲葉

本も「蓬」となっている。静嘉堂本だけは「簸」となっている。

　皿は、音訳漢字に誤字が認められる例である。4～7は類似の字によるものであるのに対

し、8と9は前後の字に引きずられたものと考えられる。

　㎜1は、音訳漢字に倒錯が認められる例である。

　wは、音訳漢宇に脱字が認められる例である。

　Vでは、ロンドン本255「盤　撤幹都急」の音訳は他本と完全に異なっているが、直前
　　　　　サ　カ　ヅ　キ
の254「鍾一撤幹都急」の音訳を繰り返して写したものと考えられる。

　wでは、ロンドン本は吃望尼里」、静嘉堂本と阿波国本は「乞急尼里」、稲葉本は吃

亀垣．里」といった具合で異文が多く、先行研究の見方も分かれている。伊波（1932：p．57）

は稲葉本に従って「キキヤリ」と読んでいる。渡辺（1961＝p．21）は、静嘉堂本に従って、「キ

キニリ？」としている。大友（1963＝p．296）は、静嘉堂本の「乞急尼里」が「乞急里尼」と

あるべきとしてrキキリニjと読んでいる。これに対し、福島（1968：p．302．1993：p．339）は

未解読としている。「乞望里尼」では、「里［1i］」と「尼匝i］」は他にも用例が見られ、それ

ぞれ「リ」と「二」の音訳に多用されているのに対し、「乞」と「望」はこれ以外の用例

が見当たらない。「乞醐」を「キ」と読むのに聞題はなさそうであるが、「望陣a切」の読

み方は間題を含んでいる。なぜなら、「望」のような鼻音韻尾を有する音訳漢字には二通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナンネン
りの用法が考えられるからである。即ち、鍍音の直前の音節（111「幾年　南念」）に用い

られる場合と、濁音節（ガ・ザ。ダ。バ行）直前の音節（238「筆分貼」）の音訳に用いら

れる場合があるということである。こ二のように、「乞望里尼」は多くの問題を抱えており、

今後の課題としたい。

　wは、音訳が他本とは異なっているが、目本語として、または同書の音訳法から見て誤

りとは言えない例である。

　ソラノハレ　　　　　　　　　　　ソラノクモヅテ
・「唆劇那法里」は、直前の「天陰　唆醐那枯木的」との対比から、「ソラノハレテ」の「て」

（助詞）が欠落したと見ることが可能だが、「て」がなくても、目本語としては間題がない。

　＝1プキ　　　　　　　　ムギ　　　　　　　　オオムキ
イ各不急」は、133「麦　木急」や163「大麦　倭木急」などの例からは、「不」を「木」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　プ　シ
の誤写と見なすことが可能である。しかし、各本を通じて124「冷　三不世」362「睡
ネ　プ　リ　　　　　　　　　　　　ナ　ス　ミ

年不立」141「茄　納宿密」などのような、マ行音とバ行音の交替例が見られるので、誤

写かどうか速断を避けたい。
　ク　ノ　シ　ノ　ヒ　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

・「答那世那非多」の「那」は、他本に見られないものである。形容詞の連体形に「那」を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ回イノクモ　　　　　　クロイノクモつけるのは間題だが、各本を通じて36「白雲　世禄亦那枯木」37「黒雲　谷禄亦那枯木」339

　　　　ヒラウシノヒト　　　　　　　　　　　　　　　　　　クノシノヒト
「貧人　非老世那非多」のような例が複数見られる。従って、「答那世那非多」は『目本

館訳語』の音訳法からは誤ってはいないこ二とが言える。
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ロンドン大学本『目本館訳語』にみる独自の用字法をめぐって（蒋垂東）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒノクレク　クケノコ　アカサ㎜は、1司じ用法をもつ音訳漢宇を置き換えた例である。「非那谷禄答」「答傑那各」「阿瞳撤」
シ　ヅ　カ　ニ＝

「串都蓋轟jでは、「レ。二1カ」音訳漢字が他本のとは異なっている。

・「禄口珂」は主にノレか口の音訳に用いられている音訳漢字で、「レ」の音訳に用いられるの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　マ　レ　テ
は極めてまれであるが、各本を通じて372「生　吾馬禄貼」との例も見られるので、誤り

とは遠断できない。ただし、2例とも動詞の例で、要注意である。

汀各」と「谷」は、各本を通じて共に「；コ」の音訳に用いられているので、共通の方法も

あれば、字体も類似している。ただし、用例数から見て、「各」は主に「刊の音訳に用

いられているのに対し、「谷」は「ク」の方に多用されている。

イ瞳」と「劃は共に「カ」の音訳漢宇として用いられているが、用例数から見て「瞳」

の方が圧倒的に多い。

　　r禄」とr里」、r各」とr谷」、r瞳」とr蓋」は、用例数に差が認められるものの、同

じ用法をもっ音訳漢字同士であるため、意図的に使われたかどうか判断が難しい。

　なお、同じことは他本にも見られる。例えば、静嘉堂本では、「各」が「谷」に変えら

れた例が貝立っ他、「里」が「立」に変えられた例もある。また、阿波国本や稲葉本系の

テキストでも、r各」がr谷」に、r瞳」がr叢」に変えられた例が見られる。

　㎜の各例では、「莫ジ多」「米」r泥」r削が「木」「都」r也」r尼」r焼」の代わりに

用いられている。これらは、いずれも他本では使われていない音訳漢字であり、しかも解

読可能である。

　他本においても独自の音訳漢字の用例はなくはない。例えば、阿波国本や稲葉本系のテ
　　　　　　　　　　　ト　ラ
キストでは、178「虎　官刺」（他本は「官醐」）の「刺」（1例）は他本にない音訳漢字であ

　　　　　　　　　　ナルカミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クササり、静嘉堂本の「雷　納禄瞳蜜」（他本は「納禄瞳密」）の「劉（2例）と嗅　姑撤撤」（他

本は「枯撤撤」）の「姑」（1例）も独自の音訳漢字である。いずれも解読可能である。しか

し、「刺」「蜜」「姑」はそれぞれ、㈱」、晧」、「枯」に字体が類似しており、特定の意図

に基づいたものではないことが明らかである。

　Xでは、「倭吾」同」「乃」は音訳漢字としては他本においても用いられているが、ロ

ンドン本のみの用法が認められる例である。

　上記I～Xの内、I～Vに見られる、書写の際に生じたと思われる例は、次の表2に示

すように、他本においても多く見られ、特にロンドン本に多い訳ではない。表2では、「見

出し語の誤写。倒錯」暗訳漢宇の誤写・倒錯」『部分脱字」「項目欠落」は上述の夏～V

に該当する明らかな誤脱である。wは前述の通りテキストによって異文が多く、各本を通

じて解読に困難のある訳語であるので、表に入れていない。また、「字体類似」は上述の

「蜜」「姑」「刺」に該当するもので、w～㎜とともに、書写の際に生じたと思われるが、

誤りとは言えない例である。㎜とXの用例は互～V皿によって説明できないもので、ロンド

ン本の独自の用宇法に基づいたものとして次節で詳しく考察する。
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表2　各本別亘～V，W～㎜該当例の数

見出し語の誤写・倒錯 音訳漢字の誤写・倒錯
部
分
脱
字

項
目
欠
落 小計

字
体
類
似 w Vm 合計

ロンドン本 3 9 2 1 3 4 21

静嘉堂本 2 8 2 1 1 3 9 25

阿波国本 14 9 1 2 1 2 27

稲葉本 27 28 3 23 8 1 4 86

2．貿ンドン本の独禽の踊字法の分析

　前述の1X，Xに見られるロンドン本の独自の用字法については、次のようないくつかの

先行研究によって取り上げられたことがある。大友（1963：pp．343～344）は、

　ロンドン本によれば、…中略…rも」に宕摂鐸韻の嘆」、rと」に果摂歌韻のr多」、

「に」に蟹摂斉韻の「泥」、「み」に蟹摂薄韻の「米」、「せう」に赦摂笑韻の「肖」が用

いられている。これらは、…中賂…それぞれに音注するのに正に妥当なものばかりであ

る。しかも、ここで注員すべきは、今迄取り扱った静嘉堂本では、「む」と「も」とを

同一のr木」で、rつ」とrと」とを同一のr都」で音注していたのに対し、この1コン

ドン本では、「木」を専らrむ」に当てて嘆jをrも」に当て、r都」を専らrつ」に

当てて「と」に「多」を用いており、さらに静嘉堂本では、「ぬ」と「の」に「那」を

当てていたのに、これではrの」にr乃」を用いているのであって、それらの音注振り

は、国語に極めて忠実なものといえる。

と述べている。また、大友（1968：p149）には、

　ロンドン本では、「も」に「莫」、「の」に「乃」、「に」に「泥」、「おおいjに「倭吾

亦」、「と」に「多」を新たに音注している点で、「目本館訳語jに関する限りでは、静

嘉堂本系の方が古さを保ち、一方、ロンドン本には新しい要素が加わっている事が解る。

との指摘もある。これに対し、福島（1993：帥．107～109）は、ロンドン本における「木：莫」

「那：乃」「尼：泥」「都：多」の用法を検証した上、

「乃jが新しい要素で良くないというのも、わからないことである。一中賂一「木」嘆j

優劣論と1司じように、r都j　r多」の優劣も決めがたい。

と述べ、大友説に反対する立場をとっている。

　このように、ロンドン本の独自の用字法については先行研究で触れられたことがあるが、

本論筆者とは解釈が異なるので、以下では用例を逐一再検討し、新たな解釈を提示したい。
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　表3で示すように、『目本館訳語』の音訳漢字では、唇音性母音をもつウ列とオ列の区

別が明確ではない。また、蒋（1997）によると、前寄りの母音をもつイ列と工列にっいても、

表4で分かるように、ウ列とオ列ほど混同が激しくないが、しばしば暖昧になるケースが

見られる。その原因は当時の中国北方方言の音韻体系では、周本語のu：o（注6）、1：eのよ

うな対立がなかったため、北方方言の謡し手にとってその区別がしにくかったからだと考

えられる。ロンドン本に見られる独自の用字法の多くは、そのような暖昧になりがちなウ

列とオ列、イ列と工列の音訳を区別しようとした結果とみることができる。

2．｛．ウ列とオ列に藺連する踊例

2．1．司．「糞」の場合

　「莫胸uo］」はロンドン本でしか使われない音訳漢字で、主として「モ」の音訳に用い

られている。表2で分かるように、その用例は最初の天文門から最終の通用門まで広く分

布している。

表3　『目本館訳語』におけるウ、オ列の音訳漢字（括弧内は延べ用例数）

ウ列の音訳漢字 オ列の音訳漢字

ウ吾［⑲u］（26） 翁［⑲刺（3） オ倭［⑲uo1（8・3） 吾［阿（8＋3）

文［⑲鵬n1（1） 文［⑲u剛（2）

ク谷［㎞］（55） 枯帥］（8） コ各［k◎1（23） 谷［ku］（7）

．．．．責．堕1鯉．．．、．．．．．．全．I軸虹≦呈～．．．．．．

｝…各胸（4） 鷲［⑲。i（§ザ’’’

倭［⑲u・1（1） 翁［⑲剛（1）

ス司［s1］（22－1）宿［su】（2） ソ唆［suol（14） 宿［su］（1）

索［su・］（2） 寺［sユ1（1） 孫［・鵬nl（1）

　　唆峰兇鵬士旦．．．．．．．．蚤．匡蝉剋側．．．．．．…ヌ…訂阿（3）

ヅ都匝u］（14斗1）讃［餉］（4）足［tsu］（4） ト都［tu1（16斗6） 官［t‘uo1（4）

祖［剛（ユ） 禿［t‘u1（1） 讃［伽1（1） 多［tuo〕（6）（口）

　　司醐岨．．．．．．．．．．’’y“促芯・1（9） 乏腋岨伽．．．．．．馴t・1（6）

一一ザ蔀価石ブー’“

ヌ那［mo】（3） ノ那こ㎜o1（96） 乃［n剛（3）（口）

納胸（1） 農［m⑪〕（2）

フ福［珂（15） 夫阿（3） ホ波［P㎜1（5） 活［huo1（3）
　　盆、唖靱雌！．．．．、一、．．．．．．．．．．．．．．．．…ラ…禾【呵（12）福胸］（1）稜■｛；i石ブ．一 ”遭地胆Σ…．．、杢蛆コ似…

ム木［㎜u1（9） 母［mul（1） モ木［m切（19刊4）莫［㎝uo］（14）（口）

ユ由［⑧ね珂（10） 魚醐（1） ヨ約陣1（10） 容［⑤i剛（2）

ル禄口呵（32） 回禄口u1（24） 羅［luol（6）

（瞭（口）はロンドン本のみに見られる音訳漢字）（榊十数値と一数値はロンドン本の用例数）

（榊推定音は陸志章（1947）に従う。以下同様）
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　　　　　　　　　　　ロンドン大学本『目本館訳語2にみる独自の用字法をめぐって（蒋墾東）

　　　　ヒラウシノヒト　　　　　　ウチノヒト　　　　　　タノシノヒト
「貧人　非老世那非多」340「従人　吾只那非多」341「富人　答那世那非多」の6例に用い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　ト　モ　ジ　　　　　　　　　　　　ト　シ
られている。そのため、r都」の用例が、139r葱　非都莫世」91r年　都世」95r今年
コトシ　　　　　　　ハト　　　　　　フトケ　　　　　　オトト　　　　　ヒト
各都世」205r鶴鵠　法都」297r佛像　福都傑」307r弟　吾都都j311「人　非都j318
　　　　ト　ノパラ　　　　　　　　　　トクリン　　　　　　　　　トシノ…1ツテ　　　　　　　　　シウトテテ
「官人　都那巴蜘」322「土官　都賛」330「老人　都世那約的」332「丈人　受都貼貼j334
　　　　トモダチ　　　　　　　目イヒト　　　　　　　ワルイヒト　　　　　　ハヅトガ
「朋友　都門答只」336「好人約亦非都」338「悪人　畦禄亦非都」386「法度　巴都各」

の16例へと減少レた。

　表3で分かるように、「都」は、各本を通じて「ヅ」（全26例の内の14例）の音訳にも使

われているため、上記の「ムj「モ」の場合と同様、ロンドン本以外のテキストでは「ツ」

と「ト」との区別が困難である。ロンドン本では「多jが使われた結果、陀」と合わせ

て韻母＝【一uO］をもつ音訳漢字の用例が全体の四割近くに達し、不完全ながら他本より「ヅ」

と「ト」との区別がなされるようになった。ロンドン本のこうした「多」の用法は上述の

ウ列とオ列の使い分けの傾向に一致するものである。

　ロンドン本では、r莫」r多」が使われた結果、他本では区別されないrム」とrモ」、rツ」

と「ト」の音訳はロンドン本ではある程度区別されるようになった。しかし、決して前掲

の先行研究のいうr『木』を専ら『む』、『都』を専ら『ツ』に当てる」という状況ではな

い。なぜなら、ロンドン本では、休」と「都」がそれぞれ「モ」にも「ト」にも最も多

く用いられる事実は依然として残っているからである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　ケ　オマイ　リ　ソ
　なお、ロンドン本では、r莫」はrモ」の他に飲食門の463r喫酒　撤急吾莫里唆」（他
　　　　　　サ　ケ　オ甲イリ　ソ
本は「喫酒　撤急吾蚤里唆」）にも1例使われている。「莫［muo】」を「マ（イ）」の音訳に用

いることを間題にしなけれぱならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　キ　ア　ツ　イ
　「多」も「ト」の他に、天文門の71層厚　由急阿多亦」（他本は曙厚　由急阿都亦」）

に1例使われている。「多」を「ツ」に用いたのは、結果的に「ト」と「ツ」の音訳を区

別しようとする意図に反する行き過ぎた訂正と言わざるを得ない。

2．毛．3．r司」の場合

　556「薄　～（ウスイ）」の音訳では、他本の「吾唆亦」に対し、ロンドン本は「吾司亦」

となっており、「ス」の音訳漢字が異なっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ソラ　　　　　　　ソラノハレ　　　　　　　　　ツ　韻母［一uo】をもつ「唆」は、1「天　唆剃13r天晴　唆醐那法里（的）」42「好月亮　讃
キ…1ウソロ　　　　　　オリソ　　　　　タマリソ1コ　　　　　オクチソイ　　　　　オマイリ
急約唆羅」361「坐　吾里唆」376「與　答毛里唆羅」397「興　吾答的唆亦」457「喫　吾馬里
ソ　　　　　　　サケオマイ明ソ
唆」463「喫酒　撤急吾莫里唆」に見られるように、圧倒的に「ソ」に用いられる音訳漢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユキウスイ　　　　　　ウスイ字だが、他本では、「ス」（38「雪薄　由急吾唆亦」556「薄　吾唆亦」）にも2例用いられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　ス　イ
ている。これに対し、ロンドン本ではそのうちの1例（r薄　吾司亦」）が「唆」から、「司」

に改められている。

　表3で分かるように、r司［s刀」とr唆［suo］」はそれぞれrスjとrソ」に最もよく用い

られる音訳漢宇である。こうした用法から考えると、「吾司亦」で「唆」の代わりに「司」
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を用いたのは、上記の「莫」「多」の場合と同様、オ列とウ列の音訳の区別を明確になさ

れるものにするためであると考えることができる。従って、この場合も「司」を用いたロ

ンドン本の音訳の方が改善されたと言える。しかし、こうした工夫はここでも徹底されて

おらず、2例の内の1例に止まっている。

2．2．イ列と工列に蘭連する用例

2－2．1．「米」の場合

　r米肺］jはロンドン本にしか使われていない音訳漢字である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　ソ
　448r醤（ミソ）」の音訳は、他本のr醤　也宿」に対し、ロンドン本はr醤　米宿」と

なっており、rミ」の音訳漢字が異なっている。

　表4で分かるように、ロンドン本では、r也胸iε］jは専らrメ」に用いられている。ロ

ンドン本以外のテキストでも、「也は「メ」以外に用いられる例は、この1例しかない（注7）。

同書におけるイ列には主に韻母1－i］の字、工列には主に韻母＝［一iε】の字を使うという用

字法の傾向から見て、「ミjにギ米［mi］」をあてたロンドン本の音訳の方がより適切であ

ることは明らかである。

表4　『目本館訳語』におけるイ列と工列の音訳漢字（括弧内は延べ用例数）

イ列の音訳漢字 工列の音訳漢宇

イ亦［阿（65） 衣1⑲i］（1） 工也1喝（6） 葉［⑧iε1（3）

盈［⑧i軸（1）

キ急距1鯉～．．重．畦靱坦．．．丘ム虹以．．．’一’草…創kil（10） ケ．盤．聰葦1隻≧．．．．．．．．亀一岨］‘型．．．．．．’7…傑［kiε】（1）　急醐（1）

シ世m（102） 升胸η1（1） セ斜［・iε1（4）
　　申哩聖〕皇2．．．．．．．．．．．貿．睦王コ．q～．一．．．一II’ジ“一’亙皿11（3）　恥i1（2）

”写血蘇蘭ζiT’一“．’”馴醐て壱ザ’“

チ只［削（27） 的阿（12） テ貼［t‘iε1（11） 的［ti1（6）

、、案．腫岨9λ、童．賊ユ軌、
ヂ只［t∫i1（1） ’亨…慨屑；i町’’’”1碕而面

二尼［刺（工1・2） 寧［n軸（1） ネ轟［niε1（21） 年［ni㎝］（1）

轟［niε1（王） 泥［nil（2）（口）

ヒ非靱鯉2．．．．．．．．．．．盆．堕凹ユ∫少．．．．．．’F…X’［Pi1（49）

へなし
…xw閥ζξ）．

ミ密［mi1（52） 民［醐軸（10） メ也肺iε】（18）密晦i］（7）

米［㎜i］（1）（口）也［miε】（1）（他）

リ立口il（14） 里［呵（12） レ里口i1（1）

（＊（口）はロンドン本のみに見られる音訳漢字）

（榊（他）はロンドン本になく、それ以外のテキストに見られる音訳漢字）

一70一



ロンドン大学本『目本館訳語』にみる独自の用字法をめぐって（蒋璽東）

2．3．その他の照禰

2．3，1．「倭蕃」の場舎

　『員本館訳語』では、rオオ（大）～」は延べ11例あり、他本では、11例全てにr倭陣o］」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　オ　イ　ノ　ミ　チ
が用いられている。これに対し、ロンドン本では、81「大路　倭吾亦那密祭」233「大門
　オオイモンノ　　　　　　　オオイ
　隻董亦椚那」559「大　倭亜亦」の3例に他の三本と異なる「倭吾陣o呵」が、11「大
　　オオイ　カ　ゼ　　　　　　　　　　　　オオイ　ア　メ　　　　　　　　　　　　オオイ　ユ　キ　　　　　　　　　　　　赤　シオオイ

風　倭亦刊節」17「大雨　倭亦阿密」25「雪大　倭亦由急」31「星多　波世倭亦」162「大
　　オオムギ　　　　　　　オオイヒト　　　　　　オオイ　　　　　　　オオイアカサ
麦　倭木急」327「大人　倭亦非多」368「多　倭亦」510「大紅　倭亦阿叢撤」の8例に他

本と同じ「倭」が用いられている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　カ　　　　　　　　　　　　　ア　ウ　ギ　カ　オ
　「倭」は、ロンドン本以外のテキストでは、60「岸　倭瞳」85「扇面　阿翁急瞳倭j169
　　　　イオノキ　　　　　イオ　　　　　オリガ　　　　　　オナゴ　　　　　カオ
「楡樹　亦倭那急」194晩亦倭」313「我　倭立各」316「婦人　倭南各」403「面　瞳倭」447
　　　シ　オ
「塩　世倭」と、「オ」に8例用いられている。このように、同じ音訳漢宇が「オオ」にも

rオ」にも多用されるため、rオオ」とrオ」との区別がなされていない。

　ロンドン本では、僅か3例だが、rオオ」の音訳にr倭吾」を用いたのは、rオオ」とrオ」

とを区別しようとする意図の現れとしてみることができる。ただし、この場合も、上記の

「莫」「多」などと同様、少数の例に止まっている。しかも、「大～→オオ～」という共通

項をもつ訳語の内、「倭～」が「倭吾～」に改められていない例も多い。「大路→」「大門

→」「大→jの「倭吾～」に対し、11「大風→」17「大雨→」25「雪大→」162「大麦→」327

r大人→」510r大紅→」などはr倭～」のままになっている。

　同じこ二とは上述の「多」にっいても言える。「多」（ト）の用例は全て人物門に集中して

いるが、人物門では「～人→～ヒト」の音訳は、327「大人→」331「少人→」339「貧人

→」340r従人→」341噛人→」ではr～非多」に改められているのに対し、311r人→」336

r好人→」338r悪人→」ではr～非都」のままになっている。

2．3．2．r乃」の場合

　表3が示す通り、『目本館訳語』では、「ノ」の音訳漢字として「那［㎜o］」が圧倒的に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　ラ　ノ　カ　ミ　　　　　　　　　　　ソ　ラ
用いられている。ロンドン本では、「乃」の用例も3例（「天上　唆蹴乃瞳密j、「天下　唆1刺

ノシモ　　　　　　ソラノスズシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岨
乃世莫」、「天涼　唆醐乃孫司世」）見られる。この3例は天文門の32～34に集中している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　シ　ス　ク
　「乃畑i］」は、ロニ／ドン本以外のテキストでも見られる音訳漢字だが、30「星少　波世索谷
ナイ　　　　　　　　　　　ナイ　　　　　　　　　　　ス　クナイ　　　　　　　　　　　ヒ　マ　モナイ　　　　　　　　　　　　　　　ア　キナイ

乃」367r無　乃」369r少　索谷乃」371r忙　券馬莫乃」　400r買費　阿急乃」でrナ
　　　　　　　　　　　アメナシ　　　　　　カゼナシ　　　　　　ホシナシイ」に5例と、21「無雨　阿密乃世」23「無風　刊節乃世」29「無星　波世乃世」で「ナ」

に3例用いられている。トai］という有韻尾の字は韻尾トi］を利用してrナイ」の音訳に用

いられるのは閥題がない。一方、韻尾トi］を捨象して「ナ』列の音訳に用いられるのは間
　　　　　　　　　　　　　ホ　カ　ヘ
題だが、「益晦i】」（546「外　活蓮也」）なども見られることから、後続が前寄りの母音で

あるため、「乃」の韻尾が目立たなくなったからだと考えられ、説明がつく。が、「ノ」へ

の音訳については適切な説明が得られない。
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　「莫」など、ここまで見てきたロンドン本の独自の用字法の多くに、音訳を改善しよう

とする意図が見られるが、すでに「ナイ」と「ナ」の音訳に使われている「乃jをさらに

「ノ」の音訳に用いたこの用法は明らかにそうした意図から逸脱している。そもそも、「ノ」

の音訳には円唇性母音の字が要求されるが、「乃jはこの条件には合致していない。『目本

館訳語』の基礎音系である当時の北方方言では「乃」の音価が畑聰と推定されており、「忙
　ヒ　マ　モナイ

　非馬莫乃」などの用法もこれを証明している。また、諸方言にあたっても円唇母音を有

する「乃」が見当たらない。

　rノ」の音訳になぜ適切とは思えないr乃江nai］」が用いられたかを闘題にした場合、考

えられる可能性の一つは「乃」とその胃本語の読みとの関連である。即ち、「乃」を「ノ」

に当てた人は、「乃」という漢字の冒本語の読み「ノ」を知っていたということである。

　この推測が事実ならば、この3例に見られる「乃」の用法はいわば目本語の読みに従っ

て胃本語を写したもので、当時の中国語の発音に基づいて目本語を漢字で写す同書の音訳

方針に反している。従って、「ノjの音訳に「那」の代わりに「乃」を用いたのは、本来

正しかった音訳をかえって誤ってしまったやり方であり、前掲の先行研究の指摘する「国

語に極めて忠実なもの」とは言えないことが明白である。

2．3．3．『泥」の場合

　「二」の音訳に用いられる「泥［ni］」もロンドン本にしか使われていない音訳漢字である。

　他本では、r二」の音訳にはr尼［刺」（16例）が用いられているが、ロンドン本では、そ
　　　　　　　　　ク　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　ニ＝

の内の2例（59「国　谷泥」、67「地方　谷泥」）に「尼」とは声母も韻母も同じ「泥」が

使われている。

　この「泥」の用法については、前掲の大友（1963）に、「音注振りは、国語に極めて忠実

なもの」の一つとして挙げられているが、r尼」との関係については触れられていない。

　福島（1993：p．108）は、

　「泥」は、『中原音韻』の斉微韻の平声陽niである。

と指摘し、「尼」とは同音であることを示唆している。確かに、『中原音韻3の「斉微韻・

平声陽jでは、幌」と「尼」は同じ小韻にあり、同音の関係にある。

　しかし、『中原音韻』では「泥」には二つの読みがあり、「斉微韻・平声陽」の他に、「斉

微韻。去声」にも出ている。「泥」に二つの読みがあるという事実は、『中原音韻』より百

年以上も後の一『目本館訳語』の成立時期により近い一・『韻略易通』などにおいても

確認されている。ただし、「泥」の場合は、二つの読みの違いは声調の違いであり、その

違いによって何を示そうとするのかについては今後の課題となる（注8）。
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2．3．通．哨』の場合

　「ショウ」の音訳漢字として用いられる「削Si鋤】」もロンドン本にしか使われていな

い音訳漢字である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シャウグワチ　　’　　　　　　コショウ　　　　　　　シャウ
　他本では、「ショウ」（全5例、99「正月　焼畦的」282「胡淑谷焼」453「麺　焼
フ　　　　　　　　　　　　　　サンシ目ウ

夫」461「花淑　三焼」）の音訳漢字として、「焼びi舳］」のみが用いられているのに対し、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サンシ亘ウ
ロ1■ドン本では、その内の1例に「肖」（460「花淑　三肖」）が使われている。この「削

も大友（1963）に、「音注振りは、国語に極めて忠実なもの」として挙げられているが、「焼」

との関係にっいては触れられていない。

　哨jと「焼」とは、韻母も声調も同じだが、声母は異なっている。『目本館訳語』の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　シ「シ、シュ、シュウ、ショ」の音訳漢字として、「世」（4「星　波世」）、「申」（319「正使
　シンス　　　　　　　　　　　　　　　　　シグワチ　　　　　　　　　　　　　　　　　ワカシュ
　申司」）、「升」（102晒月　升畦的」）、「受」（315「秀才　畦瞳受」）、「少」（252「卓
　シ国　ク

　少谷」）など、いずれも声母昨］を有しているので、r焼」をrショウ」に当てるのに、

何ら問題ないことが明白である。一方、494「詩習」の「習［Si〕」に見られるように、

声母［S一］をもっ字による用例が少数ながら存在していることから見て、哨」を「ショウ」

の音訳とするのも決して不当とは言えない。何故喉」の代わりに哨」を用いたかは当

面不明とせざるを得ない。

3．おわりに

　以上、1コンドン本に見られる独自の用字法の具体例について逐一検討してきた結果、嘆」

「多」「司」は、北方方言の語し手にとって、暖昧になりがちなウ列とオ列、「米」はイ列

と工列との、区別を明確にするために用いられたものであり、改善は不完全ながら、その

意図は認めざるを得ないことが明らかになったと言える。「倭吾」の用法も同様な意図に

基づいて行われたものであろう。

　独自の用字法が施された用例にっいては、先行研究の指摘する「それぞれに音注するに

正に妥当なものばかりである」のではなく、目本語の音訳が改善されたものが多いが、徹

底されていない上、「マ（イ）」に「莫胸uO］」（他本は嶋【ma］」）を、「ツ」に「多［tuO］」（他

本は「都［刺」）、「ノ」に「乃畑i］」（他本は「那［㎜o】」）を用いるなど、行き過ぎた訂正

となってしまった例も含まれおり、この他に、「泥」「肖」のように更なる研究が待たれる

例も存在している事実が明らかになった。
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注1丙種本には員本語を含め、朝鮮、琉球、安南、占城、邊綴、縫鯉、畏兀児、酉番、回圓、満刺加、

　女直、百夷など、13以上の言語との対訳集があると見られている。

注2四本の収録館数は下記のように一様ではない（○は存、一は欠を示す）。

朝鮮1琉球1目本1安南帖城1遷羅1縫鯉震兀児1西番1回回1満刺加1女直1百夷

ロンドン本　○≡O　　O…○≡O1O　l　　　O O1O　　　　O
静嘉堂本　　　　　　　O1O1O1O1O1O　　O　　O：O　　O1○
阿波国本　O≡O　　O　l　O1○言O…O…O　　O　　010　　0≡O
　　橘葉本　　O1O1O1O1－1O1O…O　…■　≡一…’　…一≡○

　この他に、台湾珪庭出版有限公司が1979年に影印出版した『（火源潔訳　第伯符輯）華夷訳語』本と

　韓国ソウル大学中央図書館本がある。両本とも、占城、酉番、回回、女直、百夷の5館を欠いてい

　る。冒本館については稲葉本と同様、器用門から人物門にかけ23項員が欠落している。この他、ハ

　ノイ遠東博古学院と水戸彰考館にも『目本館訳語』があったが、彰考館本は昭和二十年に焼失し、

　ハノイ本は所在不明となっている。

注3静嘉堂本に関しては、他の対訳集にも欠落語が兇られる。『縫鯉館訳語』には14語（宥田194ψ55）、

　『回回館訳誘』には三8語（本蘭1963：μ221）、『安南訳藩』には28語（陳1967枠25）、がそれぞれ欠落し

　ている。稲葉本は王2行本で、器用門から人物門にかけて欠落した23語と人物門の門名を合わせると

　丁度1丁（両面）が欠落したことになる。

注4阿波国本の巻首に、茅伯符（1601年の進士）の所輯とする茅子蕃（1595年の進士）の撰した序文があ

　るが、石田（1930：p．20）によって、この序文は、茅伯符の『皇明象膏録』についていた序文と全く一

　致するだけでなく、その筆者も異光儀であって、茅子蕃ではないという事実が明らかにされた。

注5　この他の主な研究として、浅井恵倫（1940）『校本員本訳語」、浜困敦（ユ940）『国語を記載せる明

　代支那文献」、渡辺三勇（1960）「華夷訳語およぴ買本館訳語について」などがある。

注6　当時の北方方言では、b，p，m，帥，n，1などを頭子音にもつ音節においては、一u＝一〇の対立はなく、一u：

　一uOの対立しかなかった。一u：一〇の対立より、一u：一uOの対立の方が両者の差がより小さいことは明白

　である。

注7　「也」が使われた用例で、難解なものがある。『蓮花　法司也那法納」『蓮子　法司也那各」はそ

　の例である。大友（1963）は「ハスミノハナ、ハスミノコ」、福島（1968）は『ハスエノハナ、ハスエ

　ノコ」、福島（1993）は「ハスメノハナ、ハスメノコ」と読んでいる。この2語における「也」の読み

　方については、今後の繰題としたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　ニ　　　　　　　　　　　　　　ク　ニ
注8　r泥jの用法については、分布の面で注属すべき点がある。59r国　谷泥一、67r地方　谷泥」が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝1ネ　ル
　所在するロンドン本2ウの最初の行に、56「泥　各覇禄」という語がある。56の「泥」のイメージ

　を引きずりながら、後続の59「国　クニ」と67「地方　クニ」に対し、本来「谷尼」とあるべきと

　ころの帽」を「泥」と書いてしまったという可能惟も一応考えてみる必要があろう。なお、2ウ

　では「二」の用例はこの59，67の2例のみである。
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付　記

本稿は国語学会平成六年度秋季大会にて行った研究発表（の後半部）をもとに考察を加えた

ものです。稿をなすにあたっては発表当時及び各機会を通じて多くの先生方より貴重なご

教示を賜りました。記して厚く感謝の意を表わします。
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